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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 10,736 △2.3 △68 － 25 △93.5 16 △98.3

2023年３月期第３四半期 10,986 22.2 693 88.6 397 461.0 966 2.9

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 1,510百万円（△61.9％） 2023年３月期第３四半期 3,970百万円（268.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 2.17 －

2023年３月期第３四半期 126.37 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 70,112 19,252 27.5

2023年３月期 70,842 17,894 25.3

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 19,252百万円 2023年３月期 17,894百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － － － 20.00 20.00

2024年３月期 － － －

2024年３月期（予想） 20.00 20.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,300 0.2 △150 － 50 △81.3 40 △95.4 5.23

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想につきましては、本日（2024年２月２日）公表いたしました「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 7,650,000株 2023年３月期 7,650,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 2,245株 2023年３月期 2,245株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 7,647,755株 2023年３月期３Ｑ 7,647,758株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご説明）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、物価上昇や海外経済の減速による一部足踏み感はあるもの

の、雇用・所得環境の改善により緩やかに回復基調となっております。また、企業収益においても企業コスト増加

圧力が落ち着き、景況感は持ち直しております。米国経済は、雇用の復元・緩和的な財政政策などによる景気の下

支えにより軟着陸に向かう見通しです。また、中国経済は、輸出の低迷や不動産不況などにより回復は乏しく、景

気の減速が継続しています。

　海運市況は、大型原油船（VLCC）につきまして、年明けから中国のゼロコロナ政策緩和に伴い石油需要が回復し

たものの、春に各国製油所の定期修理の影響により市況は下落しました。６月に台風やインド洋の時化により中東

域への返船が遅れたことなどを背景に船腹需給が引き締まり、一時市況は上昇しましたが、その後OPECプラスによ

る協調減産とサウジアラビア・ロシアの更なる自主減産が影響し、低調な荷動きとなりました。第３四半期に入る

と、冬場の需要に加え、緊迫化する中東情勢などの要因により再び市況は上昇し、WSは一時70を超えました。

　石油製品船につきましては、第１四半期は中国・インドなどがダークフリートによるロシア産石油製品の輸入を

拡大させ、正規のSPOT市況は下落しましたが、安定的な貨物需要、船腹の供給圧力が弱いことなどが下支えとな

り、市況は回復、その後も堅調に推移しました。

　大型LPG船（VLGC）は、アフリカ・アジアなどの新興国を中心に、民生燃料用など主要消費国の需要に支えられ

活発な荷動きとなりました。またパナマ運河の滞船による船腹需給の引き締め効果、米国産とアジア産のLPGの値

差拡大を背景に米国産の輸送需要が拡大してトンマイルが延び、また、中東積みVLGCの需給もひっ迫し、好調な市

況となりました。

　ばら積船につきましては、中国の不動産業界の不振による鉄鋼需要鈍化、中国・インドにおける石炭備蓄量の増

加などから、第１四半期は全船型で市況が下落しましたが、ケープサイズ型で日本向け石炭輸送が一時的にインド

ネシア産からオーストラリア産に偏ったことでトンマイルが増加し、他の船型にも好影響を与えました。また、パ

ナマ運河の水不足による通航制限と滞船が市況の下支えになり、更には鉄鉱石を中心に南米積みの輸送需要が増

え、市況は堅調に推移しました。

　こうした経営環境の中、当社グループは大型タンカーを中心とする長期貸船契約を主体に安定した経営を目指し

ており、前期にLPG船“MARIE”を取得した一方で、ばら積船“SAGAR MOTI”を売却するなど船隊構成の整備・拡充

に取り組んで参りました。

　また、各船の運航効率の向上と諸経費の節減やサステナブルな活動に全社を挙げて努めた結果、当第３四半期連

結累計期間の経営成績は以下のとおりとなりました。

　海運業収益は、前期に取得した船がフル稼働した一方で、ばら積船１隻を売却したことなどにより107億３千６

百万円(前年同四半期比２億５千万円減)となりました。営業損失は、船舶のタンクトラブルに伴う修繕費の増加や

為替による船費の増加などにより６千８百万円（前年同四半期は６億９千３百万円の営業利益）、経常利益はヘッ

ジ会計を終了したことによる為替差益の計上などにより２千５百万円（前年同四半期比３億７千１百万円減）とな

りました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、１千６百万円（前年同四半期比９億４千９百万円減）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債および純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ７億３千万円減少し701億１千２百万円と

なりました。流動資産は、建中船舶の造船所への支払いなどによる現金及び預金の減少などにより２千２百万円減

少し63億３千５百万円となりました。固定資産は、船舶の減価償却などにより７億８百万円減少し637億７千６百

万円となりました。

負債の部は、借入金の返済が進んだことなどにより前連結会計年度末に比べ20億８千８百万円減少し508億５千

９百万円となりました。

純資産の部は、円安や長期金利の上昇により、繰延ヘッジ損益及び為替換算調整勘定が増加したことなどにより

前連結会計年度末に比べ13億５千８百万円増加し192億５千２百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の実績を踏まえ、2023年11月２日に公表した予想値を

修正いたしました。 詳細につきましては、本日（2024年２月２日）公表いたしました「通期連結業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。

- 2 -

共栄タンカー㈱（9130）2024年３月期 第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,378,573 4,008,048

海運業未収金及び契約資産 33,102 -

立替金 48,685 175,417

貯蔵品 468,171 431,960

繰延及び前払費用 159,191 88,336

その他流動資産 1,270,981 1,632,173

流動資産合計 6,358,705 6,335,937

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） 62,014,072 59,191,296

建物（純額） 7,266 37,979

建設仮勘定 1,224,948 3,030,206

その他有形固定資産（純額） 16,361 43,737

有形固定資産合計 63,262,649 62,303,221

無形固定資産 12,667 10,608

投資その他の資産

投資有価証券 1,004,953 1,234,770

その他長期資産 203,984 227,499

投資その他の資産合計 1,208,938 1,462,270

固定資産合計 64,484,256 63,776,099

資産合計 70,842,961 70,112,036

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

海運業未払金 433,415 632,279

短期借入金 4,871,188 8,642,566

未払費用 74,066 109,166

契約負債 590,450 630,993

賞与引当金 52,945 15,256

その他流動負債 66,256 99,216

流動負債合計 6,088,322 10,129,480

固定負債

長期借入金 43,145,261 36,550,021

繰延税金負債 1,787,309 1,929,199

特別修繕引当金 1,690,323 2,117,519

退職給付に係る負債 133,950 86,565

その他固定負債 103,339 46,758

固定負債合計 46,860,184 40,730,064

負債合計 52,948,506 50,859,544

純資産の部

株主資本

資本金 2,850,000 2,850,000

資本剰余金 518,694 518,694

利益剰余金 11,979,627 11,843,269

自己株式 △3,046 △3,046

株主資本合計 15,345,275 15,208,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 447,773 607,220

繰延ヘッジ損益 385,687 547,740

為替換算調整勘定 1,715,719 2,888,613

その他の包括利益累計額合計 2,549,179 4,043,574

純資産合計 17,894,454 19,252,491

負債純資産合計 70,842,961 70,112,036

- 4 -

共栄タンカー㈱（9130）2024年３月期 第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

海運業収益 10,986,618 10,736,394

海運業費用 9,588,567 10,071,965

海運業利益 1,398,050 664,428

一般管理費 704,783 733,068

営業利益又は営業損失（△） 693,267 △68,639

営業外収益

受取利息及び配当金 39,285 49,565

受取保険金 28,874 110,979

受取補償金 17,366 -

為替差益 - 259,810

その他営業外収益 7,382 5,562

営業外収益合計 92,909 425,916

営業外費用

支払利息 354,807 326,669

為替差損 28,125 -

その他営業外費用 5,373 4,717

営業外費用合計 388,306 331,387

経常利益 397,869 25,890

特別利益

船舶売却益 982,617 -

特別利益合計 982,617 -

税金等調整前四半期純利益 1,380,487 25,890

法人税等 414,032 9,292

四半期純利益 966,454 16,597

親会社株主に帰属する四半期純利益 966,454 16,597

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 966,454 16,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 134,316 159,446

繰延ヘッジ損益 713,391 162,053

為替換算調整勘定 2,156,826 1,172,894

その他の包括利益合計 3,004,534 1,494,394

四半期包括利益 3,970,989 1,510,992

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,970,989 1,510,992

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（重要な後発事象）

　（固定資産の譲渡について）

　　当社は、2024年２月２日開催の取締役会において、当社連結子会社ALLEGIANCE MARITIME S.A.が保有する固

　定資産を下記の通り譲渡することを決議いたしました。

　 (１) 譲渡資産内容

　　　資産の内容　　リベリア籍油槽船　“TOHSHI”（2007年建造　積載貨重量トン300,363 MT）

　　　譲渡益　　　　約53億円

　　  (注1) 譲渡価格につきましては、譲渡先との守秘義務により、開示は控えさせていただきますが、市場価

　　　　　　格等を勘案して、公正妥当な価格となっております。

　　  (注2) 譲渡益は、譲渡価格から残存簿価及び譲渡に係る費用等の見積額を控除した概算額です。

　　  (注3) 為替換算レートは１ドル140円で設定しております。

　 (２) 譲渡相手先

　　　海外の第三者法人（当社グループとの間に資本的関係、人的関係および取引関係はありません。）

　 (３) 譲渡の時期

　　　引渡時期　　：　2024年４月～2024年５月

　 (４) 譲渡の理由

　　　傭船契約終了のため。

　 (５) 当該損益の連結損益に与える影響

　　　2025年３月期(2024年４月１日～2025年３月31日)の連結決算において固定資産売却益（特別利益）として

　　約53億円を計上する予定です。なお、当該取引が2024年３月期の通期業績に与える影響はございません。
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